
　

自
称
地
球
号

乗
組
員
・
世
界

の
旅
人
は
、四
十

を
超
え
る
国
々

を
歩
い
て
き
た
。

　

平
成
二
十
七
年
の
夏
は
、 

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
日
本
人
学
校
に
赴
任
し
た
後
輩
を

訪
ね
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

　

川
口
市
の
教

育
の
源
は
、
戦

後
の
混
乱
し
た

中
か
ら
「
市
民

の
教
育
は
市
民

の
手
で
」
を
合
い
言
葉
に
、
全
市
あ
げ

て
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め

た「
川
口
プ
ラ
ン
」に
帰
着
す
る
。当
時
、

食
べ
る
物
も
少
な
く
、
ま
し
て
宿
泊
施

設
も
な
い
混
沌
と
し
た
状
況
の
中
、
全

国
か
ら
数
千
人
の
教
育
関
係
者
が
川
口

プ
ラ
ン
視
察
の
た
め
に
殺
到
し
、
深
い

感
銘
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。

　

元
文
部
大
臣
の
永
井
道
雄
氏
は
「
川

口
プ
ラ
ン
が
成
功
し
た
の
は
、
子
供
だ

け
で
な
く
大
人
、
そ
し
て
地
域
が
丸
ご

と
学
習
し
た
か
ら
で
あ
る
。
今
、
予
測

不
可
能
な
時
代
に
あ
っ
て
、
創
造
的
・

自
律
的
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
大

人
が
も
う
一
度
地
域
に
入
り
、
自
ら
変
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わ
ろ
う
と
し
て
学
ん
で
い
く
、
そ
の
情

熱
が
地
域
を
動
か
し
、
地
域
の
民
度
を

高
め
る
の
で
あ
る
。」と
い
っ
て
い
る
。

　

教
師
は
風
の
人
と
言
わ
れ
る
。
風
の

人
は
、
そ
の
学
校
に
数
年
い
て
新
風
を

吹
き
込
み
、
子
供
た
ち
に
時
に
は
冷
た

く
厳
し
い
風
と
な
り
、
ま
た
時
に
は
、

温
か
く
、
や
さ
し
い
風
と
な
っ
て
子
供

た
ち
を
良
い
方
向
に
導
い
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
土
の
人

で
あ
る
保
護
者
・
地
域
の
人
が
は
ぐ
く

ん
で
き
た
子
供
た
ち
を
よ
り
良
い
方
向

に
導
い
て
い
く
。
こ
れ
が
、
風
の
人
と

土
の
人
の
融
合
で
あ
る
。
や
が
て
、
そ

れ
は
土
地
の
風
土
と
な
り
、
地
域
の
教

育
力
を
高
め
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
土
地

の
民
度
を
高
め
、
文
化
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
。

　

退
職
校
長
は
、
か
つ
て
風
の
人
で
あ

り
、
ま
た
地
域
に
と
け
こ
ん
だ
土
の
人

で
も
あ
る
。
こ
の
両
者
を
体
験
し
て

い
る
人
の
集
ま
り
で
あ
る
退
職
校
長
会

は
、
教
育
を
地
域
の
中
で
、
よ
り
進
歩

発
展
さ
せ
て
い
く
発
火
点
と
な
っ
て
、

保
護
者
・
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
学
習

す
る
こ
と
に
目
を
向
け
、
子
供
の
教
育

に
情
熱
を
注
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

足
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

「
私
の
子
供
に
は
、
日
本
の
社
会
習

慣
や
マ
ナ
ー
を
躾
て
い
ま
す
。」
チ
ュ
ニ

ジ
ア
の
首
都
チ
ェ
ニ
ス
に
三
人
し
か
い

な
い
日
本
語
ガ
イ
ド
の
一
人
ラ
サ
ド
氏
、

四
十
五
歳
の
言
葉
で
あ
る
。
彼
は
ア
ラ

ビ
ア
砂
漠
生
ま
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
・
仏

領
だ
っ
た
為
フ
ラ
ン
ス
語
・
大
学
で
英

語
・
同
時
に
ジ
ャ
イ
カ
日
本
語
教
室
に

通
い
日
本
語
を
学
び
、
語
学
に
堪
能
な

二
児
の
父
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
カ
が
二
十

数
年
前
に
日
本
に
招
待
。
大
学
卒
業
後

自
国
で
三
年
働
き
三
ヶ
月
日
本
に
留
学
。

ジ
ャ
イ
カ
の
営
み
が「
学
び
の
種
」と
な

り
、
ラ
サ
ド
氏
の
心
を
捉
え
た
。

　

二
〇
一
四
年
の
テ
ロ
以
降
、
チ
ェ
ニ
ス

は
危
険
地
帯
と
し
て
渡
航
が
困
難
で
あ

っ
た
が
、
昨
年
二
月
か
ら
渡
航
可
能
に

な
っ
た
。
現
地
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
テ
レ
ビ
を

つ
け
る
と
、
中
国
国
営
放
送
が
チ
ャ
ン

ネ
ル
権
を
得
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
な
い
。

　

ラ
サ
ド
氏
は
観
光
ガ
イ
ド
や
企
業
の

通
訳
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
日

本
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
結
ん
で
い
る
。

　

教
育
は
気
の
長
〜
い
種
ま
き
で
あ
る
。

「
学
び
の
種
」の
大
切
さ
と
意
味
を
自
問

し
な
が
ら
、
古
代
都
市
遺
跡
ド
ゥ
ッ
ガ

で
、
ベ
ル
ベ
ル
人
の
歴
史
に
浸
る
。

　

日
本
を
語
る
と
き
の
ラ
サ
ド
氏
の
輝

く
笑
顔
と
嬉
し
そ
う
な
姿
に
、「
次
代
へ

の
種
ま
き
」
の
お
も
い
が
膨
ら
ん
だ
。

急
に
歩
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ

た
。
脊
柱
間
狭
窄
症
で
七
時
間
に
及
ぶ

手
術
を
受
け
、
背
中
に
四
セ
ン
チ
の
ボ

ル
ト
二
本
と
チ
タ
ン
の
棒
が
入
っ
た
。

手
術
か
ら
三
年
を
経
た
昨
年
、
近
場

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
か
け
自
信
を
つ
け

た
。
今
や
遠
距
離
も
大
丈
夫
と
旅
の
虫

が
騒
ぎ
、
北
欧
や
ア
フ
リ
カ
大
陸
ま
で

　
　

日
本
贔
屓
の
背
景
「
学
び
の
種
」

川
口
班　

高
木　

く
み
子

　
　

地
域
と
の
連
携　

　
　
　
　

ー
風
の
人
と
土
の
人
と
の
融
合
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
支
部
長　

南　
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真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
目
指
し
て

　
　
　

川
口
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
呂　

修
平

　
　
　
　
　
　
　
　

十
年
後
、
二
十
年

　
　
　
　
　
　
　

後
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
に
よ
り
、
多
く
の
外
国
人
と

共
存
す
る
社
会
が
普
通
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
国
や
文
化
、
言
語
の
違
い

を
超
え
て
人
々
が
お
互
い
を
理
解
し
、

協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
川
口
市
は
、
全
人
口
の
約
六
％

に
当
た
る
約
三
万
七
千
人
の
外
国
人
住

民
を
有
し
、
今
後
も
そ
の
数
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

「
日
本
人
住
民
と
外
国
人
住
民
の
多
様

性
を
活
か
し
た
元
気
な
川
口
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
に
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
国
籍

や
言
語
、
生
活
習
慣
な
ど
、
多
様
な
背

景
を
持
つ
人
々
と
互
い
を
理
解
し
合
う

た
め
に
重
要
な
ツ
ー
ル
が
、
今
や
世
界

共
通
言
語
と
な
っ
て
い
る
英
語
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
を
貫
く
市
独
自
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
事
業
を
展
開
し
、
児
童
生
徒
に
様
々

な
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
小
学
生
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
約
百
名
の

児
童
が
、
宿
泊
を
通
し
て
外
国
語
指
導

助
手
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
三
日
間
英
語
を
主
な
使
用
言
語
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我
が
人
生
、
ま
だ
ま
だ
何
か

朝
霞
班　

藤
田　

雅
紀

　

退
職
後
、
北
海
道
に
あ
る
実
家
の
手

入
れ
に
、
定
期
的
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
、
実
家
に
到
着
し
た
日
の

翌
未
明
、
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
胆
振
東
部
地
震
で
し
た
。
夜
が
明

け
て
、
惨
状
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。
足
の
踏
み
場
も
な
い
屋
内
は
勿

論
、
波
打
つ
道
路
や
傾
い
た
建
物
な
ど
、

ご
く
僅
か
な
時
間
で
の
地
震
の
破
壊
力

に
、
唯
々
唖
然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
物
流
の
滞
り
な

ど
、
非
日
常
的
な
体
験
も
し
ま
し
た
。

我
が
人
生
、
ま
だ
ま
だ
何
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
な
、
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

言
語
は
文
化
を
表
す

川
口
班　

黒
須　

隆
雄

　

妻
と
の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
を
き
っ
か
け

に
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
始
め
た
。

　

学
ん
で
い
て
あ
る
疑
問
が
氷
解
し
た
。

仏
人
は
年
齢
よ
り
若
く
見
ら
れ
る
こ
と

を
喜
ば
な
い
と
聞
い
て
い
た
か
ら
だ
。

　

仏
語
で
は
年
齢
を
言
う
と
き
「
Ａ
Ｖ

Ｏ
Ｉ
Ｒ
」
と
い
う
動
詞
を
使
う
。
こ
の

動
詞
は
英
語
の
「
Ｈ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」
に
あ
た

さ
で
歩
く
、
二
度
読
み
、
三
度
読
み
し

た
い
本
を
読
む
、
対
象
者
の
面
接
と
書

類
書
き
、
た
ま
の
ジ
ム
通
い
、
日
々
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
が
で
き
る
こ
と
が
、
今

一
番
好
き
で
あ
る
。
モ
ヤ
モ
ヤ
気
分
の

最
大
の
解
消
法
で
あ
り
、
自
分
ら
し
く

在
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
、
曲
が
り
な

り
に
も
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
お
天

道
さ
ん
と
家
族
と
親
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

無　

色

蕨
・
戸
田
班　

奥
富　

孝
浩

　

再
任
用
を
終
了
し
第
三
の
ス
テ
ー
ジ

に
入
っ
た
。
無
職（
色
）と
な
り
時
間
の

制
約
無
く
、
囲
碁
、
ゴ
ル
フ
等
に
興
じ

て
い
る
。
教
え
子
か
ら「
先
生
」と
呼
ば

れ
な
が
ら
回
る
ゴ
ル
フ
が
心
地
よ
い
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
活
動
し
て
い

る
。
部
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り

部
活
動
が
制
限
さ
れ
、
や
り
た
い
子
、

や
ら
せ
た
い
保
護
者
の
要
望
に
応
え
る

為
で
あ
る
。
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

社
会
教
育
へ
の
移
行
で
あ
る
。
改
め
て

誰
の
、
そ
し
て
何
の
為
な
の
か
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。「
無
色
」
こ
れ
も
乙
だ
。

　

教
育
の
成
果
は川

口
班　

栁
田　

和
子

　

夏
休
み
も
終
盤
に
近
い
あ
る
土
曜
日
。

教
え
子
た
ち
の
ク
ラ
ス
会
に
参
加
し
た
。

平
成
十
六
年
、
担
任
と
し
て
受
け
持
っ

た
最
後
の
学
級
で
あ
る
。
二
年
遅
れ
の

   

会　

員　

短　

信

る
。「
私
は
六
〇
歳
で
す
」
は
「
私
は

六
〇
年
間
の
経
験
を
持
っ
て
い
る
」
と

同
義
だ
。「
若
く
見
え
る
」 

と
は 「
あ
な

た
は
年
齢
よ
り
未
熟
に
見
え
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
言
語
は
そ
の
国
の
物

の
考
え
方
を
表
す
文
化
な
の
で
あ
る
。

　

毎
日
が
調
理
実
習川

口
班　

江
川　

剛

　

埼
玉
教
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
（
県
教
委

主
催
）専
任
講
師
の
職
か
ら
解
放
さ
れ
、

晴
れ
て
自
由
の
身
と
な
り
ま
し
た
。

　

専
業
主
夫
と
な
り
、
我
が
家
の
猫
の

額
ほ
ど
の
家
庭
菜
園
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
等
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
豊
作
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
理
レ
シ
ピ
を
検
索
し
、
色
々

試
作
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

　

暑
さ
が
遠
の
い
た
ら
、
鰺
、
白
鱚
、

鯊
等
の
釣
り
に
出
か
け
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
釣
っ
た
魚
（
釣
れ
な
い
時
は

買
う
？
）
は
自
分
で
捌
き
ま
す
。

　

家
庭
科
の
授
業
な
ど
行
っ
た
こ
と
の

無
い
私
で
す
が
、
今
に
な
っ
て
調
理
実

習
を
楽
し
む
毎
日
で
す
。

　

日
々
坦
々
と

草
加
班　

福
田　

實

　

定
年
退
職
後
七
年
目
で
す
。
朝
の
台

所
回
り
の
水
拭
き
と
ス
ト
レ
ッ
チ
・
補

強
運
動
、
髭
を
剃
る
、
家
族
の
送
り
迎

え
、
清
掃
・
片
付
け
、
昼
前
に
約
一
時

間
、
息
が
ち
ょ
っ
と
上
が
る
程
度
の
速

は
ぜ
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退
職
祝
い
の
会
を
開
い
て
く
れ
た
。
な

ん
と
こ
の
ク
ラ
ス
会
、
親
子
同
伴
。

　

思
い
出
話
に
花
が
咲
く
中
、
現
況
報

告
が
始
ま
る
、
教
職
に
就
く
と
い
う
夢

を
叶
え
た
子
が
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
信

念
を
持
ち
社
会
の
一
員
と
し
て
立
派
に

活
躍
し
て
い
る
。
卒
業
か
ら
十
五
年
、

教
育
の
成
果
は
す
ぐ
に
現
れ
る
も
の
で

は
な
い
が
、
成
長
を
感
じ
た
、
次
回
は

三
年
後
。
再
会
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

教
採
競
争
率
の
低
下

川
口
班　

桑
原　

憲
一

　

本
年
度
の
教
員
採
用
試
験
も
ほ
ぼ
終

了
し
た
。
昨
年
度
全
国
で
は
応
募
者
が

一
万
人
減
り
小
二
・
八
倍
、
中
五
・
五
倍

と
な
っ
た
。
本
県
で
も
本
年
度
は
応
募

者
が
減
り
、
小
中
と
も
に
昨
年
度
の
全

国
の
競
争
率
と
同
じ
に
な
っ
た
。

　

競
争
率
の
減
は
教
員
の
質
の
低
下
を

招
く
と
の
声
が
あ
る
、
身
近
な
志
願
学

生
の
資
質
・
能
力
は
下
が
っ
て
い
な
い
。

教
職
に
対
す
る
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
、

養
成
課
程
の
内
容
と
大
学
教
員
の
資
質

の
問
題
解
決
、
教
職
に
志
と
希
望
を
抱

く
若
者
に
応
え
る
育
成
や
問
題
解
決
が

で
き
な
け
れ
ば
減
少
は
止
ま
ら
な
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
再
挑
戦

蕨
・
戸
田
班　

西
田　

元
晴

　

古
希
を
迎
え
、
情
報
化
社
会
の
進
展

に
遅
れ
ぎ
み
の
頭
に
「
活
」
を
入
れ
る

べ
く
、
パ
ソ
コ
ン
に
再
挑
戦
し
て
み
る

こ
と
に
し
た
。
さ
し
あ
た
っ
て
目
的
は

二
つ
。
一
つ
は
、
日
常
よ
く
使
わ
れ
る

実
用
性
の
高
い
「
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
」
を
極
め

る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
推
進
に
有
効
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
教
材
ソ
フ
ト
を
、
い
く
つ
か
実

際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

　

日
頃
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
パ
ソ

コ
ン
ソ
フ
ト
も
、
使
い
こ
な
す
と
な
る

と
、
か
な
り
奥
が
深
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

お
役
に
立
て
る
日
も

朝
霞
班　

尾
崎　

良
夫

　

退
職
後
、
外
国
の
方
と
交
流
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
日
本
の
歴
史
や
日
常

生
活
に
興
味
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。
英

・
豪
・
印
な
ど
国
籍
は
様
々
で
、
共
通

言
語
は
私
の
苦
手
な
英
語
で
す
。「
伝
え

た
い
」「
聞
き
取
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち

が
互
い
に
あ
る
の
で
、
私
の
説
明
も
な

ん
と
か
通
じ
て
い
ま
す
。
話
を
す
る
の

は
月
に
三
〜
五
回
で
す
が
、
一
回
分
の

準
備
に
三
日
ほ
ど
要
す
る
た
め
少
少
忙

し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
か
ら
の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま

す
。
街
の
ど
こ
か
で
何
か
お
役
に
立
て

る
日
も
あ
る
か
な
と
思
う
此
の
頃
で
す
。

　

○
○
三
昧
を
楽
し
む
日
々

草
加
班　

若
林　

茂
次

　

仕
事
三
昧
を
停
年
退
職
し
、
再
任
用

の
五
年
十
一
月
を
終
え
、
完
全
リ
タ
イ

ヤ
の
今
年
か
ら
は
、
週
六
日
の
ジ
ム
三

昧
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
月
一
回
の
旅
行

を
楽
し
む
傍
ら
、
週
七
日
の
家
事
見
習

い
が
メ
イ
ン
の
毎
日
で
あ
る
。

　

ゴ
ミ
出
し
、
清
掃
、
調
理
補
助
と
広

が
り
続
け
る
家
事
は
科
学
だ
と
実
感
で

き
る
。
健
康
づ
く
り
か
ら
ジ
ム
友
ま
で

充
実
し
た
ジ
ム
で
の
活
動
。
足
の
先
か

ら
頭
ま
で
意
識
し
た
歩
き
方
や
姿
勢
ま

で
が
重
要
だ
と
実
感
。

　

何
才
で
も
、
ど
ん
な
事
で
も
、
学
び

続
け
る
○
○
三
昧
は
喜
び
の
源
で
あ
る

　

昔
の
仲
間
と

蕨
・
戸
田
班　

石
森　

康
子

　

大
学
を
卒
業
し
て
四
〇
年
近
く
経
っ

た
頃
、
学
生
時
代
の
サ
ー
ク
ル
の
仲
間

が
合
唱
団
を
立
ち
上
げ
た
。
私
も
、
退

職
と
同
時
に
入
会
し
た
。
学
生
時
代
の

先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
昔
の
仲

間
と
歌
う
時
間
は
格
別
で
あ
る
。

　

二
年
に
一
度
演
奏
会
を
開
き
、
聴
い

て
頂
く
機
会
も
設
け
て
い
る
。
声
の
衰

え
を
感
じ
つ
つ
も
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美

し
さ
や
楽
曲
の
魅
力
に
浸
る
快
感
は
、

何
物
に
も
替
え
難
い
。

　

自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
場
が
あ

る
限
り
、
歌
い
続
け
た
い
と
願
う
日
々

で
あ
る
。

と
す
る
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
季
休
業
中
に
実
施
し
て
い
る
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
は
、
十
八
名
の
生
徒
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
へ
、
高

校
生
海
外
派
遣
事
業
は
、
十
五
名
を
カ

ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
派
遣
し
、
現

地
生
徒
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交

流
を
通
し
て
、
実
践
的
な
英
語
を
学
ん

で
い
ま
す
。
更
に
、
本
市
は
昨
年
、
米

国
オ
ハ
イ
オ
州
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市
と
教

育
分
野
に
関
わ
る
友
好
都
市
提
携
を
結

び
、
相
互
の
教
育
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
年

度
の
八
月
に
は
、
川
口
市
立
高
等
学
校

か
ら
第
一
期
派
遣
生
二
名
を
約
十
ヶ
月

間
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
高
校
に
派
遣
い
た

し
ま
し
た
。
派
遣
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
高
校
に
通
い
、
英
語
だ
け
で

は
な
く
、
真
の
国
際
交
流
を
通
じ
て
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
磨
い
て
い

ま
す
。来
年
度
か
ら
は
、バ
ン
ク
ー
バ
ー

の
短
期
派
遣
事
業
が
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市

で
始
ま
る
こ
と
や
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
高

校
か
ら
の
生
徒
受
け
入
れ
な
ど
、
更
な

る
交
流
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
、

本
市
の
児
童
生
徒
が
、
よ
り
実
践
的
で

世
界
に
通
用
す
る
本
物
の
英
語
力
を
身

に
付
け
る
と
共
に
、国
際
感
覚
を
高
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



◆
第
一
回
理
事
会
よ
り

　

本
年
度
第
一
回
理
事
会
は
九
月
十
三

日
㈮
川
口
市
立
並
木
公
民
館
に
於
て
開

催
さ
れ
、
来
る
十
一
月
二
十
日
㈬
実
施

さ
れ
る
「
現
職
・
退
職
校
長
教
育
推
進

協
議
会
」
に
つ
い
て
、
先
の
準
備
委
員

会
（
七
月
五
日
）
の
原
案
に
基
づ
き
慎

重
に
審
議
さ
れ
実
施
要
項
が
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
会
報
「
か
け
は
し
」
の
現

況
や
各
専
門
部
の
本
年
度
の
活
動
方
針

や
内
容
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

◆
教
育
推
進
協
議
会
提
案
者
決
ま
る

　

主
題
「
現
下
教
育
の
諸
課
題
」
に
関

し
て
次
の
方
々
が
各
界
を
代
表
し
て
貴

重
な
ご
提
案
を
さ
れ
る
。

⑴
草
加
市
立
栄
小
学
校
長　

今
泉
正
之
様

「
児
童
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る
授
業
つ
く
り
」

ー「
外
国
語
活
動
・
外
国
語
科
」研
究
を
通
じ
て
ー

⑵
蕨
市
立
東
中
学
校
長　

佐
藤
恵
子
様

「
主
体
的
に
活
動
し
心
豊
か
に
生
き
る
生
徒

　

の
育
成
」
ー
健
康
教
育
を
柱
に
し
て
ー

⑶
退
職
校
長
会
朝
霞
班　

小
暮
眞
一
郎
元
校
長

「
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
地
域
か
ら
支
え
る
」

     

ー
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
活
動
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
文
責　

安
東
幸
甫
）
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班

だ

よ

り

支

部

だ

よ

り

　

あ
と
が
き

　

北
足
立
南
部
支
部
会
報「
か
け
は
し
」

第
五
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

ご
多
用
の
中
、
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た

各
位
に
、
衷
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

県
の
広
報
部
会
で
、
各
支
部
の
会
報

が
交
換
さ
れ
ま
す
。
発
行
回
数
は
、
年

一
回
の
支
部
か
ら
南
部
の
三
回
ま
で
、

様
々
で
す
。
南
部
は
き
め
細
か
い
と
好

評
で
す
。

　

十
一
月
八
日
は
、
は
や
立
冬
。
一
の

酉
で
も
あ
り
ま
す
。
酷
暑
を
乗
り
切
ら

れ
た
の
と
同
様
、
こ
の
冬
も
自
愛
く
だ

さ
り
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　

（
羽
富　

正
晃
）

（
9
／

30
現
在
）

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

堀　

  

澤
司 

様 

（
川
口
）　
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◆
蕨
・
戸
田
班
（
和
楽
登
会
）

　

新
会
員
二
名
を
加
え
、
会
員
七
十
八

名
、
森
山
征
夫
会
長
の
も
と
「
会
員
の

親
睦
と
地
域
教
育
の
推
進
に
協
力
す
る
」

を
目
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
主

な
活
動
を
紹
介
す
る
。

◎
研
修
旅
行

　

親
睦
と
自
己
啓
発
を
目
的
と
し
て
一

泊
二
日
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
。

　

昨
年
は
一
日
一
組
限
定
、
源
泉
か
け

流
し
の
尾
瀬
鎌
田
温
泉『
ち
ぎ
ら
旅
館
』

に
宿
泊
。
東
日
本
大
震
災
で
は
原
発
避

難
者
四
十
名
を
受
け
入
れ
た
話
な
ど
家

庭
的
な
宿
の
良
さ
を
堪
能
。
丸
沼
高
原

で
は
日
光
白
根
山
の
絶
景
を
楽
し
ん
だ
。

◎
散
歩
の
会

秋
（
県
内
）

　

三
十
年
度　

大
宮
盆
栽
美
術
館

　

令
和
元
年
度　

見
沼
通
船
堀

春
（
都
内
）

　

三
十
年
度　

高
輪
・
泉
岳
寺
界
隈

　

担
当
者
の
綿
密
な
調
査
で
毎
回
新
し

い
発
見
が
あ
り
、
人
気
の
企
画
で
あ
る
。

◎
会
員
相
互
の
近
況
周
知

　

年
三
回
の
懇
親
会
の
し
お
り
に
は
、

会
員
の
近
況（
欠
席
者
も
含
む
）を
掲
載
。

懐
か
し
そ
う
に
目
を
通
す
姿
が
印
象
的
。

体
調
等
の
関
係
で
出
席
で
き
な
い
会
員

に
も
送
付
、
会
員
間
の
か
け
は
し
に
な

っ
て
い
る
。

◎
地
域
教
育
へ
の
支
援
等

　

蕨
市
の
「
蕨
学
校
土
曜
塾
」
へ
の
協

力
を
は
じ
め
、
教
育
支
援
員
、
放
課
後

学
習
教
室
等
、
学
校
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ

て
地
域
教
育
の
推
進
に
協
力
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
た
現
職
校
長

会
や
他
班
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
文
責　

前
田
一
男
）

◆
草
加
班

　

新
会
員
三
名
、
併
会
員
一
名
を
迎
え

会
員
百
名
で
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
。

◎
役
員
改
選

（
退
任
）
前
監
事
増
田
積
、
前
事
務
局

長
佐
藤
高
次
、（
留
）
会
長
加
藤
慶
隆
、

副
会
長
関
口
憲
二
・
佐
藤
高
次
・

（
新
）
平
野
惠
美
子
、（
新
）
事
務
局
長

片
岡
敬
一
、（
留
）
監
事
金
野
和
昭
・

（
新
）
田
中
純
子
（
敬
称
略
）

◎
教
育
支
援
の
継
続

▼
第
二
次
教
育
振
興
基
本
計
画
の
推
進

　

会
員
の
豊
富
な
教
育
経
験
を
活
か
し

た
学
力
向
上
支
援
へ
の
協
力
の
継
続
。

▼
草
加
寺
子
屋
事
業
（
土
曜
学
習
）
へ

の
学
習
支
援
継
続

　

小
学
校
二
十
一
校
、
年
間
十
三
回
。

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
等
に
協
力

◎
主
な
活
動

①
総
会
・
懇
親
会（
五
月
六
日
・
振
休
）

　

今
年
度
の
事
業
計
画
、予
算
案
、会
則

の
一
部
改
正
案
承
認
、総
会
四
十
名
出
席
。

高
木
教
育
長
講
話
「
草

加
の
教
育
の
現
状
と
課

題
」。
蓮
実
会
員
フ
ル
ー

ト
演
奏
、
細
川
会
員
の

「
民
俗
資
料
館
の
教
育

普
及
」
の
発
表
。
そ
の

後
懇
親
会
。

②
ク
ラ
ブ
活
動

（
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）
月

一
〜
二
回
栃
木
方
面
の

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
・
大

会
へ
の
参
加
。

（
読
書
会
）
月
一
回
、
幕
末
の
英
才
を

多
数
輩
出
の
儒
学
者
・
教
育
者
・
佐
藤

一
斎
「
言
志
四
録
」
勉
強
会
開
催
。

③
行
政
へ
の
要
望
書
の
提
出

④
忘
年
会
（
元
年
十
二
月
一
日
㈰
）

⑤
草
加
市
現
職
・
退
職
校
長
研
究
協
議

会
（
二
年
二
月
二
十
八
日
㈮
）
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片
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敬
一
）


